小学校３年【国語】『わかば』（光村図書）　（例）
教科書を活用した家庭学習例～計画的な家庭学習へ向けて～

	
	かだい内よう

	だい１回
	【たん元名】「わかば」/よく聞いて、じこしょうかい
【ページ】ひょう紙うら（１ページ）/１０、１１ページ
【学しゅうのながれ】
１　ようすをそうぞうしながら、１ページのしを音読する。
[bookmark: _GoBack]２　１０、１１ページを読む。
３　すきなものを一つ考えて、じこしょうかいのれんしゅうをする。
【学びのかくにん】
・友だちにじこしょうかいをするつもりで、話してみましょう。

	だい２回
	【たん元名】「どきん」　【ページ】１２、１３ページ
【学しゅうのながれ】
１　１２、１３ページに出てくる、新しいかん字の読みをたしかめる。
２　１５２ページを見て、新しいかん字の筆じゅんをたしかめながら、かん字をノートに書く。
３　１２、１３ページのしを音読する。
４　「つるつる」「ゆらゆら」などのようすを、そうぞうしながら音読したり、体のうごきであらわしたりしながら音読する。
５　読み方をくふうして音読する。
　・強く読みたいところ、弱く読みたいところはないかな。
　・はやく読みたいところ、ゆっくり読みたいところはないかな。
【学びのかくにん】
・音読したかんそうや、音読でくふうしたことをノートに書きましょう。

	だい３回
	【たん元名】「きつつきの商売」　【ページ】１６～２９ページ
【学しゅうのながれ】
１　１６～２９ページに出てくる、新しいかん字の読みをたしかめる。
２　１５２ページを見て、新しいかん字の筆じゅんをたしかめながら、かん字をノートに書く。
３　１６～２５ページを音読する。
４　２６ページの「１せいりするときのれい」を読み、１の場面と２の場面の登場人物や書かれているようすを、ノートにまとめる。
【学びのかくにん】
・ノートにせいりしたことをたしかめながら、お話をよんでみましょう。

	だい４回
	【たん元名】「きつつきの商売」　【ページ】１６～２９ページ
【学しゅうのながれ】
１　１６～１９ページの１の場面を、ようすを思いうかべながら音読する。
　・どんな天気だったかな。
　・だれが、何をしたのかな。
２　１９～２５ページの２の場面を、ようすを思いうかべながら音読する。
　・どんな天気だったかな。
　・だれが、何をしたのかな。
３　「きつつき」が聞かせた音を教科書からさがして、線を引く。
４　「きつつき」が聞かせた音は、何の音か考えて、ノートに書く。
【学びのかくにん】
・ノートにせいりしたことをたしかめながら、お話をよんでみましょう。

	だい５回
	【たん元名】「きつつきの商売」　【ページ】１６～２９ページ
【学しゅうのながれ】
１　音を聞いた動物たちのようすを思いうかべながら、１６～２５ページを音読する。
２　音を聞いた動物たちがどんな気もちになったのか、そうぞうする。
　・動物たちが話したことからそうぞうしよう。
　・動物たちのようすからそうぞうしよう。
３　そうぞうしたことをノートにまとめる。
４　２６、２７ページの「２音読のしかた」を読み、「きつつき」や動物たちの気もちがつたわるように、音読する。
【学びのかくにん】
・音読をするときに気をつけたところに線を引いたり、気をつけたことをノートまとめたりしましょう。



